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代謝率（Regional cerebral metabolic rate of glucose；rCMRglc ）と逆相関する脳部位を求め、その脳部位
がこれまで提唱されてきた MW の機序、運動仮説や知覚的モニター仮説に合致するか否かを検討した。 
東北大学神経内科外来を受診する PD 群 36名と、地域より公募した健常対照群 23名に非利き手での書
字を施行した。被験者全員が右利きであった。鏡像書字と関連した脳領域を特定するために PD 群に対して










したがって、PD 患者において MW の出現頻度と右側の頭頂間溝領域の rCMRglc の低下が相関したことにつ
いても、この脳部位の機能低下が鏡像認知の問題を起こし、自分が書きつつある文字や完成した文字が左右逆
であることに気づき難くなって MW が生じたという機序を考えることができる。したがって、PD 患者の MW
の発症機序のひとつには視覚的モニター仮説に合致するものが示唆された。 
